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ABSTRACT

Using a high-speed video camera, we have recorded the trajectory and the rotation of a hard baseball and a 

sphere thrown by  pitching machines.  We measured the drag and lift  coefficients  by analyzing the video 

images. We altered pithing machines on the market in order to throw a 'gyro-ball', whose rotational axis lies 

almost in the translational direction. The drag coefficient of a gyro-ball decreases with the Reynolds numbers 

(Re). For a fast-ball, the drag coefficient doesn't depend on Re and the lift coefficient is increases with the Re 

and the spin parameter (SP). The drag coefficient of a sphere is larger than that of a baseball for fast- and gyro- 

pitches, indicating that seams on the ball surface have substantial influence on the flow field.

Key Words: baseball, gyro-ball, fast-ball, Reynolds number, drag, lift, pitching machine, Magnus force

 1 ��

真球を過ぎる一様流の実験において ,レイノルズ数(Re

数)を増加していくと抗力係数が急激に減少するドラッグ

クライシスという現象が知られている.　Achenbach1)は無回

転球に対する風洞実験を行い ,ドラッグクライシスが発生

する Re数(臨界 Re数)が約 3×105である事を示した.また,

球に粗度を与える事で臨界 Re数が低くなる事を見出し

た 2). Luthanderら 3) は,一様流中の真球に流れ方向と一致

する回転軸を持つ回転（ライフルスピン）を与えた場合,無

回転球の場合よりも低い時点で臨界 Re数を迎えることを

示した.

　野球では一種の粗度としての縫い目 (シーム)をもつ球

を用いており,これがどのような空力特性を持つのかという

点は興味深い.近年ではWatts and Ferrer4) が風洞実験に

よりストレートの揚力係数を求め ,ボールの回転数(SP:ス

ピンパラメータ)との間に比例関係が成り立つとしている .

しかし風洞実験ではボールをシャフトで固定する必要が

あり,これの影響により正しい値が出ないと指摘される事が

ある.風洞実験以外の方法では ,Himeno5 , 6) が数値計算を

行い様々な球種の空力特性を求めている . これに対し溝

田ら 7) は径の小さいピアノ線を用いて風洞実験を行い,そ

の結果が姫野の計算値と異なるとしている .回転しない野

球ボールに関しては Aoki ら 8) が風洞実験を行い ,臨界

Re数が流れに対するシームの向きによって大きく変化す

る事を示しているが,回転する球の臨界 Re数に関する文

献は我々が調べた範囲では無かった.

　野球の球種として多くの人が思い浮かべるものは ,ストレ

ートボール(Fastball)だろう. これは進行方向に対し垂直な

水平軸回りにバックスピンをしている球種であり ,バックス

ピンボールとも形容される.毎秒３０回転程度で投球される

事が多く,これの回転数を減らしたものがフォークボール

(Forkball)と呼ばれる球種となる .一方,進行方向に回転軸

を持つ（ライフルスピンをしている）球種がジャイロボール

(Gyroball)であり縦スライダーとも呼ばれる . また,それぞれ

の球種において,ボールが一回転する間に縫い目が４回

現れる４シーム回転と２回現れる２シーム回転の２種類に

大別することが出来る（Fig.1）.

　本研究では,鉛直面内で変化する球種について様々な

Re数や回転数を与えて投球を行い ,その様子を高速度

ビデオカメラで撮影し ,映像から野球ボールの空力特性

(特に Re数依存性)を調べた.ここではページ数に限りが

ある為,測定及び解析方法については必要最低限の記

述に留めることとする .これら及び人間による投球の解析

結果の詳細については谷口ら 9) を参照とされたい.

Fig.1 ４シーム回転と２シーム回転
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 2 測定・解析方法

 2.1 測定方法

 2.1.1 測定装置

　測定はスリット光を照射することが

出来る特殊な照明装置３台を,透明

強化アクリルボードから 4.50m間隔

で直線上に並べ,ピッチングマシー

ンから発射された硬球がライト上を

通過しアクリルボードに衝突するま

での様子をボードから 20m 後方に

置いた高速度ビデオカメラ『Phanto

m』で撮影するという手法で行われ

た(Fig.2).また ,実験が屋外で行わ

れるため,風速計を用いて背景風を

測定し,解析に組み込んでいる.     Fig.2 実験装置配置図

 2.1.2 ボールの投球

　従来の研究では人間による投球を解析していたが ,ボ

ールの空力特性を決定する 4要素(Re数, SP,回転軸,シ

ーム)の設定に難があったため ,市販の投球マシンに改造

を施した投球マシンを使用した(Fig.3).

Fig.3 改造前(左)と改造後(右)のマシン

 2.2 解析方法

 2.2.1 �力係数 CDの算出

　ボールの進行方向を x方向とし,u:x方向の速度成分,

u0:L1   (投手側に一番近いスリット光)地点での uの値,v:y

方向の速度成分, w:z方向の速度成分, ρ:空気密度, m:

ボールの重さ, r:ボールの半径とする.また,ボールが L1 を

通過した瞬間を t=0, x=0とする.

　ボールの運動方程式の x成分を近似的に解くと

x=
2

D
log1

u 0 Dt

2


(1)

を導く事が出来る.また,

D=
C D ρπr

2

m (2)

とおき,これを理論値 x t i とし測定値 xiとの関数

Ru0,D=∑xi− x t i
2

(3)

から最小２乗法により D,u0を求め,その値から CDを算出

した.風の影響を受ける場合,式(1)を

x=u
B
t

2

D
log 1

u 0−u B Dt

2
 (4)

とし,誤差を補正した.ここで,uB:x方向の風速とする.全て

の実験は|uB|<1(m/sec)の状況で行った.

 2.2.2 w力係数 CLz,w力係数 CLzの算出

　カメラ映像において ,ボールが L1を通過する時間から 1

0～20フレーム毎に t と z方向のピクセル数を読み取る .

その値と x 座標,ボード上に引いてある基準線から z 座標

を求める. x 座標は CDを算出する際に用いた xの理論

式(1)もしくは(4)を使用する.次に,

L
z
=
CLz ρπr

2

m
(5)

としてボールの運動方程式のべき級数解を考えると

z≈ z
0
w

0
t−

g

2

Lz u 0

2

4
−
Du 0w0

4
 t 2

(6)

を得ることが出来る.w0を L1 地点での w0の値,z0を L1 地

点での z 座標として,式(6)に t, z0, z, u0, Dを代入し,w0 , Lz

を最小２乗法によりフィットさせ ,CLzを導出した.ここで,u0, 

Dは CDを算出した際の値を用いた.

　同様に運動方程式のべき級数解

y≈ y
0
v

0
t

L yu 0

2

4
−
Du 0 v0

4
 t 2

(7)

から v0, Lyを導出し,CLyを求めた.ただし,v0:L1 地点での v

の値,g:重力加速度とする.

 2.2.3 スピン{ラメー}ー SPの算出

　カメラ映像からボールの回転数 : f (rps)を読み取る.また,

最小２乗法によって求めた u0と,CLy及び CLzを算出すると

きに使った w0,v0を用いて,

V=u0

2v0

2w0

2 (8)

とする.これらを次の式に代入し, SPを求めた.

SP=
2πrf

V (9)

 2.2.4 回転軸の決定

　回転軸は,ボールの空力特性を決定する重要な要素の

一つであり,その見極めは非常に重要となる.本研究では

以下の方法で回転軸を決定している.

　カメラ映像からボール表面上の特徴ある点の y, z 座標

を,それが一回転するまで読み取る.これを楕円に近似し,

その重心を回転軸の位置として決定した.

 3 解析結果

 3.1 ƒÑイ≈ボール

　SP=0.23は真球・硬式野球ボールの２種類 , SP=0.12は

硬式野球ボールのみを用い実験を行った.

 3.1.1 縫い目の影響

Fig.4 縫い目の影響 (CD - Re関係図)

　ボールの縫い目の有無及び縫い目の高さが空力特性

にどのような影響を与えるのかを比較した結果を Fig.4に

示す.ここで,境界層の厚さが約 0.6(mm)に対し,縫い目の
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高さはそれぞれ,真球: 0(mm) ,硬式野球ボール(マシン用):

約 0.41(mm), 硬式野球ボール(試合用): 約 0.68(mm)であ

る.グラフから,ボールの縫い目の有無及び高さが大きな

影響を与えることが分かる .この結果を受け ,実験で使用

する球を試合用硬式野球ボール(UNITEX 製)で統一した.

 3.1.2 CD-Re依存性

　SP=0.23の結果を Fig.5に示す. ２シームと４シームの間

でCDの値に有意な差は見られず,どちらの球種において

も Re数が増加するにつれ CDが徐々に減少していき, Re

数が 2.0×105以降では 0.3 付近で一定となった.また, Re

数が 1.8×105付近で CDは約 0.2となり最小値を取った.

Fig.5CD – Re 関係図(SP=0.23 Gyroball )

　SP=0.12の結果を Fig.6に示す. SP=0.23の時とは異な

り,２シームと４シームで CDの値に違いが現れた. Re数が 

1.4～2.0×105の間,２シームでは CDはほぼ一定であるの

に対し,４シームでは徐々に減少した . Re数が 2.0×105以

降になると２シームにも減少傾向が見られるようになり Re=

2.15×105でCDは約 0.2となり最小値を取った.

Fig.6 CD – Re 関係図(SP=0.12 Gyroball)

Fig.7 CD– Re 関係図 (SP=0 Knuckleball)

　ナックルボールの結果を Fig.7に示す.ここで,破線は真

球･無回転での結果 1)である.両者とも Re<1.5×105ではほ

ぼ同じ値を取るが,野球ボールでは破線よりも早く(Re=2.2

×105 付近で)CDが減少しており,縫い目が粗度として影響

していることが分かる.また,ナックルボールをジャイロボー

ルの SP=0の場合として他の SPの結果と比較すると ,CD

が最小値となる Re数が SPが大きくなるにつれて低くな

っていることが分かる. Luthander et al .3)によると, SPの値が

大きいほど臨界 Re数の値は減少するとされており ,我々

の結果との整合性がある.　

 3.1.3 CL-Re依存性

　ライフルスピンをするジャイロボールには揚力 (横力)は

発生しないため, CLz及び CLyはほぼ 0 となる.ライフルス

ピンの判断は,回転軸が球の中心から 5(mm)以内に入っ

ていることを基準とした.

 3.2 スv�ーvボール

 3.2.1 CD-Re依存性

　真球は SP=0.23のみ,硬式野球ボールは SP=0.23, SP=

0.12の２つの場合において実験を行った.

Fig.8  CD – Re 関係図 (Fastball)

　CD-Re関係図を Fig.8に示す.真球の CDは 0.5 付近の

値となり,硬式野球ボールの結果とは有意に異なり，縫い

目の影響を示す結果となった .また，真球及び硬式野球

ボールの SP=0.23の場合は Re数に関係なく CDが一定

なのに対し, SP=0.12では Re > 1.8×105の範囲で CDが右

上がりとなった.ただし,CD – Re依存性について結論付け

るには測定した Re数の範囲が狭く,特に SP=0.12ではも

っと低い Re数での測定が必要である .また，いずれの 

SPにおいてもシームによる違いは現れなかった.

 3.2.2 CLz-Re,SP依存性

　 CLz – Re関係図を Fig.9に示す.野球ボールの場合は

Re数に対する依存性が見られ,Re数が大きくなるにつれ

て CLzも増加した. CLzは SPにも依存し, SP=0.23の方が

SP=0.12よりも CLzが大きくなった.４シームと２シームの違

いに着目すると SP=0.23の場合は４シームの方が２シー

ムよりも若干大きい値をとったのに対し,SP=0.12では違い

は見られなかった.しかし 3.2.1の項でも指摘した通り,測

定したデータの Re数領域が狭いため今後さらなる検証

が必要である.
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Fig.9  CLz – Re 関係図(Fastball)

　これに対し真球の結果は CLz <0 となった.これは負のマ

グナス効果と呼ばれるもので ,Maccoll10)によって報告され

ている.その後 Taneda11)による水槽実験でその詳細が調

べられ, SP < 0.6 , 5×104 < Re < 5×106の領域で発生すると

報告されている.今回の測定は全てこの領域内で行われ

ており,この結果は負のマグナス効果を示すと考えられる .

硬式野球ボールでも Re数を減少させた場合 CLzは減少

し,いずれ CLz <0 となる可能性がある. Fig.8には SPの値

が揃わず載せられなかったが , SP=0.18 , Re=1.2×105で 

CLzが負の値を示すことを確認している.

 4 結�

　本研究では硬式野球ボールの空力特性を調べるため，

鉛直面で変化する以下の変化球についてマシンを用い

て投球し，高速度ビデオカメラによって撮影された映像か

ら CD及び CLzの解析を行なった.また，硬式野球ボール

との比較のため,真球を用いてストレートボールとジャイロ

ボールの解析も行った.

 4.1 ジャイロ(ライXルスYン)ボール

• 縫い目の高さによって CDの値が異なった.

• SP=0.23

• ４シームと２シームで CDの値に違いは現れな

かった.

• いずれの場合も CDは Re数に依存して徐々

に減少し ,Re=1.8×105 付近で CDは最小値を

取った. 

• SP=0.12

• ４シームと２シームで CDの値に違いが現れた.

• ４シームでは Re数に依存し徐々に減少した

のに対し,２シームでは Re < 2.0×105ではほぼ

一定となり,その後減少し Re=2.15×105付近で

CDの値が最小値を取った. 

• SP=0 (ナックルボール)

• Re=2.20×105 付近で CDの値が激減した.

　これらの結果より,SPの値が大きくなるにつれ CDが最

小値を取る Re数が小さくなることが分かった.この時の 

Re数が臨界 Re数である可能性が考えられる.

 4.2 ストレート(∏ックスYン)ボール

 4.2.1 真球

• CDは硬式野球ボールよりも大きい値をとった.

• 測定範囲内では Re数依存性は見られず,ほぼ

一定の値を取った.

• CLzは負となった.

 4.2.2 硬式野球ボール
• SP=0.23

• CD に Re数依存性は見られなかった.

• ４シームと２シームで CD の値に違いは現れな

かった.

• CLzは Re数に依存して増加した.

• ４シームの方が２シームより CLzが大きくなる傾

向が見られた.

• SP=0.12より CLzが大きくなった.

• SP=0.12

• Re > 1.90×105の範囲で Re数が増加するに

つれ CD の値が増加した.

• ４シームと２シームで CD に違いは現れなかっ

た.

• CLzは Re数に依存して増加した.

• ４シームと２シームで CLzに違いは見られなか

った.

• SP=0.18, Re=1.2×105の時 ,硬式野球ボールで 

CLzの値が負となる結果を得た.
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